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生産性向上支援訓練のご案内
生産性向上支援訓練とは、企業が生産性を向上させるために必要な知識などを習得する職業訓練です。
全国のポリテクセンター等に設置した生産性向上人材育成支援センターが、専門的知見を有する民間機関

等と連携して、企業が抱える課題や人材育成ニーズに対応した訓練を実施します。

訓練受講までの流れ
•センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します。

•相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

• 所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

（2025.02）

※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

・現場の課題を発見し、改善する方法を学びたい。
・ＲＰＡを活用して業務を自動化したい。
・テレワークを導入して業務を効率化したい。

・従業員の仕事の効率化を促進したい。
・リスクを低減させる方法を学びたい。
・ベテラン従業員の技術を後輩に継承させたい。

・顧客満足度の向上を図りたい。
・消費者の動向を営業に活用したい。
・インターネットを活用して販売促進を図りたい。

生産管理、流通・物流、バックオフィス など

・生産現場の問題解決 ・ＲＰＡ活用
・テレワークを活用した業務効率化 など

分野
・

コース

リスクマネジメント、組織力強化、生涯キャリア形成 など

・成果を上げる業務改善 ・リスクマネジメントによる損失防止対策
・作業手順の作成によるノウハウの継承 など

分野
・

コース

営業・販売、マーケティング、プロモーション など

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・提案型営業手法 ・提案型営業実践 など

分野
・

コース

生産性向上支援訓練 つのポイント３
企業の生産性向上に効果的な知識や技法を習得!
・生産管理、組織マネジメント、マーケティング、データ活用など、あらゆる産業分野の
生産性向上に効果的なカリキュラムを用意（全131コース(’24.12月現在)）

1

２

３

企業のニーズに合わせたオーダーメイドのコース設定が可能!
・自社会議室等を訓練会場とすることが可能（企業に講師を派遣します）
・実施日時や訓練時間も調整可能（訓練時間は4～30時間で設定）
※従業員１人からでも利用できるオープンコースも実施しています

訓練コースの
コーディネート

課題や方策の整理

訓練受講

受講しやすい料金設定!
・受講料は１人あたり2,200円～6,600円（税込）
・条件を満たす場合は国の助成金（人材開発支援助成金）を利用可能

実績累計
（静岡）
（全国）

受講者数 受講者評価
(業務への役立ち度)

9,145
312,899 人

98.3
98.4 ％

3,493
104,746 社利用した企業数

・データ集計の作業を効率化したい。
・マクロを使って定型業務を自動化したい。
・集客につながるＨＰを作成したい。

ネットワーク、データ活用、情報発信 など

・表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化
・集客につなげるホームページ作成 など

分野
・

コース

※’17～’24.9月末まで
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人手不足の深刻化や技術革新が進展する中、中小企業等が事業展開を図るためには、従業員を育成し、企業の労働生産性を
高めていくことに加えて、70歳までの就業機会の確保に向けて企業を支えるミドルシニア世代の「役割の変化へ対応できる能
力」や「技能・ノウハウを継承する能力」を育成することが重要です。
生産性向上人材育成支援センターでは、生産性向上支援訓練の新たなメニューとして、令和２年度から「ミドルシニアコー

ス」を開始し、中高年齢層の従業員の“生涯キャリア形成”を支援しています。

訓練受講までの流れ
•センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します。

•相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。

•所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。

（2024.12）

※予算に限りがありますので、ご希望に添えない場合があります。
※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

・ミドルシニア世代の従業員に、今後のキャリ
アについて考えさせたい

・ミドルシニア世代の従業員に、組織の中で
求められている役割を理解させたい

・従業員の経験を活かした後輩従業員への指導
方法を学ばせたい

・ミドルシニア世代の従業員が持つ技術やノウ
ハウを見える化したい

・技能継承の指導者の「教える」スキルを向上
させたい

・ミドルシニア世代の従業員を講師として、
研修や勉強会を開催したい

役割の変化への対応

・中堅・ベテラン従業員のためのキャリア形成
・後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員の役割
・SNSを活用した相談・助言・指導
・フォロワーシップによる組織力の向上 など

分野
・

コース

技能・ノウハウ継承

・クラウドを活用したノウハウの蓄積と共有
・作業手順の作成によるノウハウの継承
・効果的なＯＪＴを実施するための指導法
・ノウハウの継承のための研修講師の育成 など

分野
・

コース

訓練コースの
コーディネート

課題や方策の整理

訓練受講

ミドルシニアコースでは、“従業員の
モチベーションの維持”、“後輩への技
能継承”など、企業の定年延⾧や継続
雇用等における課題の解決に効果的な
カリキュラムをご用意しています。
○訓練で習得できる要素
【役割の変化への対応】
・求められる役割の理解
・メンタリング など

【技能・ノウハウ継承】
・作業手順の作成方法
・研修技法 など

○受講対象者 ○訓練日数
45歳以上の従業員の方 おおむね１～５日

（６～30時間）
○受講料（１人あたり・税込）
3,300円～6,600円

○訓練会場
自社会議室等を会議室と
することが可能です

（企業に講師を派遣します）

ミドルシニアコースの概要

生産性向上人材育成支援センターでは、

70歳までの就業機会の確保に向けた従業員教育
を支援しています!

※受講料以外の費用は発生
いたしません

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部
ポリテクセンター静岡 生産性向上人材育成支援センター
〒422-8033 静岡市駿河区登呂3丁目1番35号
TEL:054-285-7153 FAX:054-285-7247 ポリテクセンター静岡
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目的 分野 ＤＸ コ  ー  ス  名 頁 目的 分野 ＤＸ コ  ー  ス  名 頁

1 048ものづくりの仕事のしくみと生産性向上 22 71 086ストレスチェック制度を用いた職場環境改善と生産性向上 92

2 001生産性分析と向上 23 72 097ムダを発見するための業務プロセスの見える化と業務改善 93

3 002生産現場の問題解決 24 73 ＤＸ 122テレワーク業務における労務管理 94

4 003生産性向上のための課題とラインバランシング 25 74 ＤＸ 126ＤＸ人材育成の進め方 95

5 004生産計画と工程管理 26 75 127物流現場のリーダー育成 96

6 005サービス業におけるＩＥ活用 27 31 76 128ファシリテーションを活用した合意形成の効率化 97

7 ＤＸ 129製造分野におけるＤＸ推進 28 77 066中堅・ベテラン従業員のためのキャリア形成 98

8 原価管理 006原価管理とコストダウン 29 78 067チーム力の強化と中堅・ベテラン従業員の役割 99

9 製品出荷・在庫管理 ＤＸ 007在庫管理システムの導入 30 79 068後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員の役割 100

10 008購買・仕入れのコスト削減 31 80 069中堅・ベテラン従業員による組織の活性化のための相談技法 101

11 ＤＸ 009ＰＯＳシステムの活用技術 32 81 070ＳＮＳを活用した相談・助言・指導 102

12 010品質管理基本 33 82 071フォロワーシップによる組織力の向上 103

13 011品質管理実践 34 83 072経験を活かした職場の安全確保（未然防止編） 104

14 053サービスマネジメントによる品質改善と向上 35 84 073経験を活かした職場の安全確保（対策編） 105

15 ＤＸ 015３ＰＬとＳＣＭ 36 85 074クラウドを活用したノウハウの蓄積と共有 106

16 ＤＸ 016物流のＩＴ化 37 86 075職業能力の整理とノウハウの継承 107

17 ＤＸ 013流通システム設計 38 87 076職業能力の体系化と人材育成の進め方 108

18 ＤＸ 014物流システム設計 39 88 077経験に基づく営業活動の見える化と継承 109

19 ＤＸ 012卸売業・サービス業の販売戦略 40 89 078効果的なＯＪＴを実施するための指導法 110

20 ＤＸ 017ＳＣＭの現状と将来展望 41 90 079ノウハウの継承のための研修講師の育成 111

21 ＤＸ 018クラウド活用入門 42 91 080作業手順の作成によるノウハウの継承 112

22 ＤＸ 019ＩｏＴ活用によるビジネス展開 43 92 081若手従業員に気づきを与える安全衛生活動（実施編） 113

23 ＤＸ 020クラウドを活用したシステム導入 44 48 17 93 082若手従業員に気づきを与える安全衛生活動（点検編） 114

24 ＤＸ 021ＩｏＴ導入に係る情報セキュリティ 45 94 049提案型営業手法 115

25 ＤＸ 054クラウドを活用した情報共有能力の拡充 46 95 063ビジネス現場における交渉力 116

26 ＤＸ 087導入コストを抑えるクラウド会計・モバイルPOSレジ活用 47 96 050提案型営業実践 117

27 ＤＸ 083テレワークを活用した業務効率化 48 97 ＤＸ 027マーケティング志向の営業活動の分析と改善 118

28 ＤＸ 088テレワーク活用 49 98 ＤＸ 028統計データ解析とコンセプトメイキング 119

29 ＤＸ 130経理業務の効率化につながるＤＸの実践 50 99 ＤＸ 123オンライン営業技術 120

30 ＤＸ 056ＩＴツールを活用した業務改善 51 100 ＤＸ 029顧客分析手法 121

31 ＤＸ 089データ活用で進める業務連携 52 101 ＤＸ 045顧客満足向上のためのＣＳ調査とデータ分析 122

32 ＤＸ 090失敗しない社内システム導入 53 102 030実務に基づくマーケティング入門 123

33 ＤＸ 091企業内でＩＴ活用を推進するために必要な技術理解 54 103 031マーケティング戦略概論 124

34 ＤＸ 092企業内でＩＴ活用を推進するために必要なマネジメント 55 104 032マーケット情報とマーケティング計画（調査編） 125

35 ＤＸ 117DX（デジタルトランスフォーメーション）の導入 56 105 033マーケット情報とマーケティング計画（販売編） 126

36 ＤＸ 118ベンダーマネジメント力の向上 57 106 ＤＸ 046インターネットマーケティングの活用 127

37 ＤＸ 093ＩＴ新技術による業務改善 58 107 034製品・市場戦略 128

38 ＤＸ 094ＡＩ（人工知能）活用 59 108 035新サービス・商品開発の基本プロセス 129

39 ＤＸ 095ビッグデータ活用 60 109 ＤＸ 036プロモーションとチャネル戦略 130

40 ＤＸ 055ＲＰＡを活用した業務効率化・コスト削減 61 17 110 ＤＸ 047チャンスをつかむインターネットビジネス 131

41 ＤＸ 096ＲＰＡ活用 62 111 ＤＸ 098ワイヤレス環境に必要となる無線LANとセキュリティ 132

42 ＤＸ 119DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進 63 112 ＤＸ 099社内ネットワークに役立つ管理手法 133

43 ＤＸ 120データサイエンス入門 64 113 100表計算ソフトを活用した業務改善 134

44 131ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）の推進 65 114 101業務に役立つ表計算ソフトの関数活用 135

45 25 45 財務管理 037企業価値を上げるための財務管理 66 115 102表計算ソフトを活用した効果的なデータの可視化 136

46 ＤＸ 022IoTを活用したビジネスモデル 67 116 ＤＸ 103効率よく分析するためのデータ集計 137

47 084ダイバーシティ・マネジメントの推進 68 117 ＤＸ 104ピボットテーブルを活用したデータ分析 138

48 ＤＸ 121ビジネスとSDGs（持続可能な開発目標）の融合 69 118 ＤＸ 105品質管理に役立つグラフ活用 139

49 038事故をなくす安全衛生活動 70 119 ＤＸ 106表計算ソフトを活用した統計データ解析 140

50 023個人情報保護と情報管理 71 120 ＤＸ 107表計算ソフトのマクロによる定型業務の自動化 141

51 064高年齢労働者のための安心・安全な職場環境の構築 72 121 ＤＸ 108データベースを活用したデータ処理（基本編） 142

52 039リスクマネジメントによる損失防止対策 73 122 ＤＸ 109データベースを活用したデータ処理（応用編） 143

53 059災害時のリスク管理と事業継続計画 74 123 ＤＸ 110データベースを活用した高度なデータ処理 144

54 ＤＸ 040ｅビジネスにおけるリーガルリスク 75 12 124 ワープロソフト活用 111業務効率を向上させるワープロソフト活用 145

55 ＤＸ 057ネット炎上時のトラブル対応 76 125 プレゼンテーションソフト活用 112相手に伝わるプレゼン資料作成 146

56 024ナレッジマネジメント 77 126 113集客につなげるホームページ作成 147

57 025知的財産権トラブルへの対応（１） 78 127 ＤＸ 114ＳＮＳを活用した情報発信 148

58 026知的財産権トラブルへの対応（２） 79 128 ＤＸ 124オンラインプレゼンテーション技術 149

59 058現場社員のための組織行動力向上 80 129 ＤＸ 115脅威情報とセキュリティ対策 150

60 041業務効率向上のための時間管理 81 130 ＤＸ 116情報漏えいの原因と対応・対策 151

61 062顧客満足度向上のための組織マネジメント 82 21 131 ＤＸ 125テレワークに対応したセキュリティ対策 152

62 060企画力向上のための論理的思考法 83 全131コース

63 042成果を上げる業務改善 84 ：DX対応コース（61コース）

64 043組織力強化のための管理 85 ＮＥＷ：令和6年度追加コース（3コース）

65 061職場のリーダーに求められる統率力の向上 86 2025年1月版Ver.18

66 051管理者のための問題解決力向上 87

67 044プロジェクト管理技法の向上 88

68 052プロジェクトマネジメントにおけるリスク管理 89

69 065継続雇用者のキャリア形成と管理者の役割　 90

70 085従業員満足度の向上　 91

https://www3.jeed.go.jp/shizuoka/poly/biz/seisan.html
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生産性向上支援訓練コース一覧
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※他分野の関連コース ：生産管理、品質保証・管理 ：組織マネジメント ：売上げ増加 ：ＩＴ業務改善

生産性向上支援訓練コース体系図

分野 Ｂ：横断的課題

階層 初任層 中堅層 管理者層
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Ｂ：横断的課題

階層 中　高　年　齢　層（ミドルシニアコース） 管理者層

生
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ネ
ジ
メ
ン
ト

技
能
・
ノ
ウ
ハ
ウ
継
承

組
織
力
強
化

分野

044  

プロジェクト管理技法の

向上

051  

管理者のための

問題解決力向上

024

ナレッジマネジメント

059  

災害時のリスク管理と

事業継続計画

043  

組織力強化のための管理

061  

職場のリーダーに

求められる統率力の向上

076  

職業能力の体系化と

人材育成の進め方

077  

経験に基づく営業活動の

見える化と継承

078  

効果的なＯＪＴを

実施するための指導法

079  

ノウハウの継承のための

研修講師の育成

068  

後輩指導力の向上と中堅・

ベテラン従業員の役割

073  

経験を活かした職場の

安全確保（対策編）

038  

事故をなくす

安全衛生活動

041  

業務効率向上のための

時間管理

042  

成果を上げる業務改善

058  

現場社員のための

組織行動力向上

060  

企画力向上のための

論理的思考法

062  

顧客満足度向上のための

組織マネジメント

039  

リスクマネジメントによる

損失防止対策

066  

中堅・ベテラン従業員

のためのキャリア形成

067

チーム力の強化と中堅・

ベテラン従業員の役割

075  

職業能力の整理と

ノウハウの継承

080  

作業手順の作成による

ノウハウの継承

069  

中堅・ベテラン従業員

による組織の活性化

のための相談技法

071  

フォロワーシップによる

組織力の向上

072  

経験を活かした職場の

安全確保（未然防止編）

081  

若手従業員に気づきを与え

る安全衛生活動（実施編）

022  

ＩｏＴを活用した

ビジネスモデル

086  

ストレスチェック制度を

用いた職場環境改善と

生産性向上

097  

ムダを発見するための

業務プロセスの見える化と

業務改善

023  

個人情報保護と

情報管理

084  

ダイバーシティ・

マネジメントの推進

121  

ビジネスとＳＤＧｓ（持続

可能な開発目標）の融合

057  

ネット炎上時の

トラブル対応

040  

ｅビジネスにおける

リーガルリスク

025  

知的財産権トラブルへの

対応（１）

026  

知的財産権トラブルへの

対応（２）

052  

プロジェクトマネジメント

におけるリスク管理

122  

テレワーク業務における

労務管理

082  

若手従業員に気づきを与え

る安全衛生活動（点検編）

070  

ＳＮＳを活用した

相談・助言・指導

064  

高年齢労働者のための

安心・安全な

職場環境の構築

065  

継続雇用者のキャリア

形成と管理者の役割
074  

クラウドを活用した

ノウハウの蓄積と共有

126

ＤＸ人材育成の進め方

127

物流現場のリーダー育成

128

ファシリテーションを

活用した合意形成の効率化

085  

従業員満足度の向上

052  

プロジェクトマネジメント

におけるリスク管理
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全コース 9:30～16:30 で実施

※ ７月～１０月のオープンコースはホームページに掲載しています

ポリテクセンター静岡 生産性センター業務課 【当施設は厚生労働省所管の訓練施設です】

〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35 TEL 054-285-7153 FAX 054-285-7247

裏面の申込書をご記入後、

FAX又はメールにより

お申し込みください

請求書・受講のご案内を送付

いたしますのでご確認ください

受講当日は、直接会場まで

お越しください

申込から訓練当日までのながれ

コ ー ス 名
コース
番号 日 程 会 場

受講料
（税込）

東

部

製造分野におけるＤＸ推進 011 11月  6日（木） プ ラ サ ヴ ェ ル デ 3,300円

作業手順の作成によるノウハウの継承 012 11月11日（火） プ ラ サ ヴ ェ ル デ 3,300円

ＩｏＴ導入に係る情報セキュリティ 013 11月20日（木） プ ラ サ ヴ ェ ル デ 3,300円

ＲＰＡを活用した業務効率化・コスト削減 014 12月  4日（木） ふ じ ざ く ら 3,300円

経理業務の効率化につながるＤＸの実践 015 1月22日（木） プ ラ サ ヴ ェ ル デ 3,300円

失敗しない社内システム導入 016 2月  4日（水） 富 士ロゼ シアタ ー 3,300円

後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員の役割 017 2月10日（火） プ ラ サ ヴ ェ ル デ 3,300円

中

部

企業内でＩＴ活用を推進するために必要な技術理解 027 11月21日（金） ポリテクセンター静岡 3,300円

情報漏えいの原因と対応・対策 028 12月 9日（火） ポリテクセンター静岡 2,200円

若手従業員に気づきを与える安全衛生活動（実施編） 029 12月16日（火） ポリテクセンター静岡 3,300円

ＲＰＡ活用 030 1月21日（水） ポリテクセンター静岡 3,300円

クラウドを活用したシステム導入 031 2月 4日（水） ポリテクセンター静岡 3,300円

ＡＩ（人工知能）活用 032 2月18日（水） ポリテクセンター静岡 3,300円

西

部

ＳＮＳを活用した情報発信 041 11月10日（月） ポリテクカレッジ浜松 2,200円

チーム力の強化と中堅・ベテラン従業員の役割 042 11月20日（木） ポリテクカレッジ浜松 3,300円

脅威情報とセキュリティ対策 043 11月27日（木） ポリテクカレッジ浜松 2,200円

製造分野におけるＤＸ推進 044 12月 4日（木） ポリテクカレッジ浜松 3,300円

ＲＰＡを活用した業務効率化・コスト削減 045 12月18日（木） ポリテクカレッジ浜松 3,300円

業務効率向上のための時間管理 046 1月15日（木） ポリテクカレッジ浜松 3,300円

ＩＴ新技術による業務改善 047 1月 22日（木） ポリテクカレッジ浜松 3,300円

従業員のスキルアップや社内の人材育成にぜひご活用ください

ポリテクセンター静岡では企業の生産性向上を支援するための短時間で低コストなセミナー、
【生産性向上支援訓練】を開催します

各コースのカリキュラムについては右下の二次元コードからご確認ください

成果が出る「生産性向上の研修」はじめませんか

各コースのカリキュラムについては右下の二次元コードからご確認ください

ポリテクセンター静岡では、従業員のスキルアップや社内の人材育成にご活用いただける、
短時間で低コストなセミナー【生産性向上支援訓練】を開催します

令和７年度

１１月～２月
オープンコース

残りわずか！

残りわずか！

ミドル

ミドル

ミドル

ミドル
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生産性向上支援訓練 受講申込書 ※FAXまたはメールにてお申込みください

生産性センター業務課 行 ＦＡＸ 054-285-7247 メールアドレス：shizuoka-seisan@jeed.go.jp

氏名
部署

連絡先

会 社 名

所 在 地

会社規模
※該当に○印

A．～29人  B．～99人 C．～299人 D．～499人 E．～999人 F．1000人～

業 種
※該当に○印

01 建設業 02 製造業 03 運輸業 04 卸売・小売業 05 サービス業 06 その他

申込担当者

〔〒 - 〕

※ この訓練をどのようにして知りましたか。 該当項目を○で囲んでください。
1. 商工会議所・商工会 2. ポリテクセンター・カレッジからの紹介 3. 事業主団体からの紹介 4. 当センターホームページ

5. ダイレクトメール 6. その他（ ）

TEL          -            - 
FAX          -            - 

ふ り が な

コ ー ス 番 号

しずおか たろう

011

男・女 事務系 / 技術・専門系 / 管理系 / その他

＿＿歳 正社員 / 非正規雇用 / その他（自営業等）

男・女 事務系 / 技術・専門系 / 管理系 / その他

＿＿歳 正社員 / 非正規雇用 / その他（自営業等）

男・女 事務系 / 技術・専門系 / 管理系 / その他

＿＿歳 正社員 / 非正規雇用 / その他（自営業等）

男・女 事務系 / 技術・専門系 / 管理系 / その他

＿＿歳 正社員 / 非正規雇用 / その他（自営業等）

＿月 ＿日
男・女 事務系 / 技術・専門系 / 管理系 / その他

＿＿歳 正社員 / 非正規雇用 / その他（自営業等）

コ ー ス 名
実 施 日

コース内容に関する知識経験

（○で囲んでください）受 講 者 名 年 齢

担当職務 （○で囲んでください）

就業状況 （○で囲んでください）

（例）製造分野における
ＤＸ推進 11月 6 日

男・女 事務系 / 技術・専門系 / 管理系 / その他

静岡 太郎 ３５歳 正社員 / 非正規雇用 / その他（自営業等）

職名

＿月 ＿日

＿月 ＿日

＿月 ＿日

＿月 ＿日

（留意事項）
※１ 個人での受講はできません。企業からの指示による申し込みに限ります。 ※事業主の方も受講可
※２ 本訓練を実施する機関（企業）の関係会社（親会社、子会社、関連会社等）の方は受講できません。
※３ 応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
※４ 応募締切時点の応募者が６名を下回る場合は、コースを中止又は延期させていただく場合がございますので、予めご了承下さい。
※５ コース開始７営業日前を過ぎてからのキャンセルは受講料を全額ご負担いただきます。
※６ 当訓練においては、参加者のプライバシー保護および訓練内容の機密保持のため、撮影を禁止とさせていただきます。

カメラ、スマートフォン、その他の録画機器の使用はご遠慮ください。
（当機構の保有個人情報保護方針、利用目的）
（１）独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構は「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号）を遵守し、保有個人情報を

      適切に管理し、個人の権利利益を保護いたします。
（２）ご記入いただいた個人情報は、生産性向上支援訓練の実施に関する事務処理（訓練実施機関への提供、本訓練に関する各種連絡、本訓練
終了後のアンケート送付等）及び業務統計に使用するものであり、それ以外に使用することはありません。

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構静岡支部 【当施設は厚生労働省所管の訓練施設です】

 静岡職業能力開発促進センター（ポリテクセンター静岡）

 〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35 TEL：054-285-7153

 FAX番号： 054-285-7247 メールアドレス：shizuoka-seisan@jeed.go.jp

#PS41

お申し込み・
問い合わせ先

性 別
（任意）

ある / 少しある / ない

ある / 少しある / ない

ある / 少しある / ない

ある / 少しある / ない

ある / 少しある / ない

ある / 少しある / ない
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✐訓練受講までの流れ

訓練開始日から２か月間、申込をした以下の訓練コースをいつでも受講できます訓練受講

受講したい訓練コースに申込後、所定の期日までに受講料を支払います

訓練開始日の５日前までに、実施機関から受講用IDが送付されます受講用IDの送付

コース選択・受講申込等

※どちらの訓練コースも上記の動画以外にＩＴスキルに関する研修動画（人材開発支援助成金対象外）が視聴可能です。

業務効率向上のための時間管理

タイムマネジメント手法やタスク管理の方法など、

業務の効率化・スピード化のための知識を習得します。

業務上の問題点の可視化や、改善に向けた具体的な進め

方など、業務改善の視点と方法を習得します。

組織の管理機能や職位に応じた統率力など、職場のチー

ムワークをけん引できる能力を習得します。

成果を上げる業務改善

職場のリーダーに求められる統率力の向上

ITツールを活用した業務改善

ITツールの特徴や種類など、業務改善に適切なITツール

を選定するための知識を習得します。

AIの概要とビジネス現場における具体的な活用場面など、

AIを活用するための知識を習得します。

表計算ソフトを活用したデータ集計など、効率よく大量の

データを分析するための手法を習得します。

AI（人工知能）活用

効率よく分析するためのデータ集計

【生産性向上コース】 【ＤＸ対応コース】

「従業員のスキマ時間に訓練を受講させたい」

「オンラインで効率的に訓練を実施したい」

という企業さま必見

✐サブスク型生産性向上支援訓練の３つのポイント

受講時間・

場所を選べる

学習管理システム（LMS）
を活用した動画視聴による

ｅラーニング形式 の
ため、受講する時間や場所
を柔軟に選択できます

2 低コスト

９2０円～
受 講 料

（税込/人）

2か月間定額で
受講できます

3

センターが指定する

２か月間で、くり返し
受講することができます

1  複数コースを
何回も受講できる

✐受講できる訓練コース（※）～訓練実施機関：株式会社インソース～

訓練時間 １２時間以上
受講料 ９２０円（税込）

訓練時間 １２時間以上
受講料 ９２０円（税込）

 ポリテクセンター静岡 生産性センター業務課 【当施設は厚生労働省所管の訓練施設です】
  〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35 TEL 054-285-7153 FAX 054-285-7247P25



ポリテクセンター静岡のHPより受講申込書をダウンロードいただき、必要事項をご記入の上

以下の電子メールアドレスまでご送信をお願いします。

E-mail：shizuoka-seisan@jeed.go.jp

ここから
GO！

サブスクリプション型生産性向上支援訓練は、支給要件を満たした場合、
人材開発支援助成金「人への投資促進コース」（定額制訓練）等の助成対象となります。
詳しくは、厚生労働省のHPまたは静岡労働局職業対策課にお問い合わせください。
※人材開発支援助成金は、訓練開始の１か月前までの申請が必要です。

※ＩＴリスキリング動画は、人材開発支援助成金対象外です

1.表計算ソフトの活用（基礎講座） ・・・・ 基本操作、写真や画像操作など       動画時間：約26分
2.表計算ソフトの活用（応用講座） ・・・・ ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾃｰﾌﾞﾙ、ﾏｸﾛ、関数など 動画時間：約46分
3.文書作成ソフトの活用（基礎講座） ・・・・ 基本機能、図形・表・グラフ挿入など    動画時間：約1時間7分
4.文書作成ソフトの活用（応用講座） ・・・・ スタイル設定、脚注・引用文献など   動画時間：約46分
5.プレゼンテーションソフトの活用  ・・・・ 基本機能、スライドショーなど      動画時間：約1時間10分

特典！ 学びなおしのためのＩＴリスキリング動画

受講申込期限
受講者変更・
キャンセル期限

受講開始日 受講終了日

コース番号

生産性向上
コース

DX対応
コース

～ R7. 5.29(木) R7. 6.20(金) R7. 7.16(水) R7. 9.15(月) 076 090

～ R7. 6.11(水) R7. 7. 7(月) R7. 8. 1(金) R7. 9.30(火) 077 091

～ R7. 6.30(月) R7.7.23(水) R7. 8.16(土) R7.10.15(水) 078 092

～ R7. 7.15(火) R7. 8. 6(水) R7. 9. 1(月) R7.10.31(金) 079 093

～ R7. 7.31(木) R7.8.22(金) R7. 9.16(火) R7.11.15(土) 080 094

～ R7. 8.14(木) R7. 9. 5(金) R7.10. 1(水) R7.11.30(日) 081 095

～ R7. 8.27(水) R7. 9.19(金) R7.10.16(木) R7.12.15(月) 082 096

～ R7. 9.1１(木) R7.10. 6(月) R7.11. 1(土) R7.12.31(水) 083 097

～ R7. 9.30(火) R7.10.23(木) R7.11.16(日) R8. 1.15(木) 084 098

～ R7.10.15(水) R7.11. 7(金) R7.12. 1(月) R8. 1.31(土) 085 099

～ R7.10.30(木) R7.11.20(木) R7.12.16(火) R8. 2.15(日) 086 100

～ R7.11.13(木) R7.12. 5(金) R8. 1. 1(木) R8. 2.28(土) 087 101

～ R7.11.26(水) R7.12.19(金) R8. 1.16(金) R8. 3.15(日) 088 102

～ R7.12.15(月) R8. 1. 6(火) R8. 2. 1(日) R8. 3.31(火) 089 103

✐お申込み方法とコース番号のご案内

URL：https://www3.jeed.go.jp/shizuoka/poly/

※電子メール送信の際は、件名に【ポリテクサブスク申込】と表記をお願いします。

※【生産性向上コース】【ＤＸ対応コース】のどちらも受講を希望される場合は両方にお申込みください。

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了

募集期間終了
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生産性向上支援訓練とは

企業の生産性向上に必要な人材育成を応援する制度です

職場の課題解決の手助けとなる、生産性向上に効果的な

カリキュラムコースをご用意しています

貴社の課題解決に特化した

トレーニングプログラムを

ご提案します

まずは、お気軽にご相談ください！

訓練の３つのポイント

1 希望
日程場所

希望する日程、
社内会議室等で
訓練を実施します！

2
低コスト

3,3００円～

受講料

（税込/人）

コースと訓練時間
によって異なります

※ IT業務改善は2,200円～

3 充実の

コース設定

131コースの

中から気になる
コースを選べます！
ホームページから全コース
のカリキュラムモデルを
ご覧いただけます

成果が出る

「生産性向上の研修」はじめませんか

～生産性向上人材育成支援センター(生産性センター)は、事業主の皆様の生産性向上に向けた人材育成を支援しています～

ポリテクセンター静岡 生産性センター業務課 【当施設は厚生労働省所管の訓練施設です】

〒422-8033 静岡市駿河区登呂3-1-35 TEL 054-285-7153 FAX 054-285-7247P27



生産性向上支援訓練
受講までの流れ

こんな
企業さまに
オススメ！！

まずは、ポリテク静岡までご相談ください 📞054-285-7153
ご相談の内容と打ち合わせの日程調整を行います

Step1 ご連絡

企業訪問の上、ご希望に応じたコースをご提案させていただきます

Step２ お打ち合わせ

最適な講師を当センターにて選定いたします

Step３ 講師（訓練実施機関）の選定

受講企業さま、講師、当センターの三者にてお打ち合わせを行い、
企業さまが希望するコース内容にカスタマイズしていきます

Step４ 訓練内容のカスタマイズ

受講申込書の受理後、当センターより請求書を発行、郵送いたします
納付期日までにお振込みをお願いします

Step５ 受講料の納付

企業さま会議室等で実施になります
集合型受講、オンライン受講、集合とオンライン受講の併用も可能です

Step６ 訓練受講

・10名以上受講させたい（10名に満たない場合はご相談ください）

・自社単独で受講したい

・希望日時、自社で実施したい

・社内研修として活用したい

・社内のコミュニケーションを円滑にしたい

・演習やグループディスカッションで気づきを促したい
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 静岡支部
ポリテクセンター静岡 生産性向上人材育成支援センター
〒422-8033 静岡市駿河区登呂3丁目1番35号
TEL:054-285-7153 FAX:054-285-7247


